
（公社）日本スカッシュ協会定時社員総会報告 

                   公益社団法人日本スカッシュ協会 

 

  2022 年 6 月 19 日に（公社）日本スカッシュ協会 3F 会議室とＷｅｂ会議にて開催されました

「公益社団法人日本スカッシュ協会 2022 年度定時社員総会」におきまして、下記の議事

が検討されましたのでご報告致します。 

 

第 1 号議案 2021 年度事業報告（案）及び財務諸表（案）承認の件 

    ⇒賛成多数で原案どおりこれを可決した。 

第 2 号議案 （公社）日本スカッシュ協会定款の一部変更の件 

    ⇒定款の変更に必要な総社員の議決権の 3 分の 2 以上に当たる多数をもって原案どお

りこれを可決した。 

第 3 号議案 2022 年 2023 年度役員（案）改選の件 

⇒理事 20名監事 2名の任期満了に伴い改選が必要となり、役員候補者選考委員会を

立ち上げ、重任理事 14 名、重任監事 2 名及び新規理事立候補 9 名による選挙を行

い、新たに 19 名の理事と監事 1 名を選出した。 

 

＜報告事項＞ 

１、20２2 年度事業計画並びに予算の報告 

2、運営規則の一部変更報告 

3、加盟団体規程の報告 

4，日本代表選手並びに役員選考規程の報告 

                

なお、同日総会後に開催された「2022 年度第 2 回理事会」にて審議を行った会長・副会長・ 

常務理事の選出については、次回開催の臨時理事会への持ち越しとなりました。 

  



2021 年度事業報告 

  

公益法人日本スカッシュ協会は、新型コロナウィルス感染拡大により前半は活動がストッ

プしておりましたが、後半コロナの落ち着きに伴い地区支部大会が活発化し、一部再開さ

れた海外遠征でもアジアスカッシュ選手権大会で男女共銅メダルに輝く等の活躍がありま

した。そんな中、日本のスカッシュ競技の統括団体として下記の事業を各委員会において

展開します。 

（１） スカッシュ競技の普及に関する事業 

（２） スカッシュ競技の競技力向上に関する事業 

（３） スカッシュ競技の競技大会に関する事業 

（４） その他本会の目的を達成する為に必要な振興事業 

 

 

■公益社団法人日本スカッシュ協会主催大会  

  

   ○JSA ジュニアスカッシュオープン２０２１  

        日程：6 月 26 日・２７日 

        会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

        参加人数：38 名 

        主な結果： 

カテゴリー 優勝 準優勝 

男女混合アンダー１１ 
小野陽大 遊佐アレクサンダー 

メガロス横浜天王町 Greetings 

男子アンダー13 
小野晃延 石原潤弥 

SQ-CUBE 横浜 ティップネス宮崎台 

女子アンダー15 
橘 和花 桑原杏奈 

SQ-CUBE 横浜 ティップネス宮崎台 

男子アンダー17 
加納成海 伊藤亘汰朗 

Greetings ティップネス宮崎台 

女子アンダー19 
西尾舞洋 坂田日葵 

ティップネス宮崎台 SQM アカデミー 

男子アンダー19 
伊藤幹太 土岐幸誠 

Squash－Life Greetings 



 

 

○第 3２回全日本アンダー23 スカッシュ選手権大会 

日程：７月 24 日・25 日 

会場：Greetings Squash Saitama 

参加人数：67 名 

主な結果： 

選手権男子 (49 人) 

優勝 松本 航太 順天堂大学 

準優勝 安成 翔太 東洋大学 

選手権女子 (18 人) 

優勝 高橋 くるみ Greetings 

準優勝 平野 未悠 順天堂大学 

 

○2021JSA ジュニアサマーチャレンジカップ (ジャパンジュニア代替大会) 

日程：11 月 6 日～7 日  

     会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

     参加人数：56 名 

     主な結果： 

Under19 男子(11 名) Under19 女子(3 名) 

優勝 池田 悠真 Greetings 優勝 高橋 くるみ Greetings 

準優勝 
Makino 

Ren 
Greetings 準優勝 西尾 舞洋 ティップネス宮崎台 

3 位 土岐 幸誠 Greetings 3 位 門田 涼子 日本大学 

Under17 男子(4 名) Under17 女子(10 名) 

優勝 横田 夢月 ティップネス宮崎台 優勝 坂田 日葵 SQM アカデミー 

準優勝 根本 紘貴 セントラル保谷 準優勝 鈴木 音色 ティップネス宮崎台 

3 位 伊藤 亘汰朗 ティップネス宮崎台 3 位 竹内 美緒 Blueprint 福岡 

  Under15 女子(4 名) 

      優勝 中島 晶 ティップネス宮崎台 

      準優勝 桑原 杏奈 ティップネス宮崎台 

      3 位 橘 和花 SQ-CUBE 横浜 

Under13 男子(10 名) Under13 女子(3 名) 

優勝 池田 到真 Greetings 優勝 シニア 英美里 Cools 

準優勝 森 悠人 SQ-CUBE 横浜 準優勝 江木 綾音 Greetings 

3 位 小野 晃延 SQ-CUBE 横浜 3 位 小嶋 柚希 Greetings 

Under11 男子(11 名)   

優勝 小野 陽大 
メガロス横浜天王

町 
      

準優勝 安井 大朔 TAC       

3 位 安井 陽俊 TAC       

 



〇第 26 回マスターズカーニバル 

日程：11 月 20 日・21 日 

会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

参加人数：43 名 

主な結果： 

  1 位 2 位 3 位 

Over 40 男子 
中村博之 

Team Kawagoe 

近藤 博明 

S-NICK 
  

Over 50 男子 
森 亨行 

関東支部 

ミラー トーマス 

六丸水産 
  

Over 60 男子 
青木 利明 

セントラルスポーツ 

森川 文夫 

T.I.M. 
  

Over 70 男子 
坂本 聖二 

OEC 

黒崎 信貴 

T.I.M. 
  

Over 30・40・

50 女子 

神谷 典子 

メガロス町田 

元木 泉 

森山生涯 SC 

野田 郁子 

セントラルスポーツ 

Over 60 女子 
足立 美由紀 

ボースト 

大野 さゆり 

SQ-CUBE 横浜 
  

無差別 

リチャード ジョン

ズ 

OEC 

松澤 彩香 

Squash-Life 
  

 

○文部科学大臣杯争奪第 50 回全日本スカッシュ選手権大会 

＜令和 3 年度スポーツ振興基金助成事業＞ 

日程：令和４年３月４日～７日  

会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE  

         ※トレッサ横浜にての４面ガラスコート設置開催は感染防止対策の為断念 

          参加人数：９５名 

        主な結果：<選手権男子：４８名＞ 

1 位 机 龍之介 ダイナム 

2 位 遠藤 共峻 Greetings 

3 位 林 尚輝 Greetings 

ﾍﾞｽﾄ 4 曽根 直樹 慶応義塾大学 

ﾍﾞｽﾄ 8 安成 翔太 東洋大学 

ﾍﾞｽﾄ 8 池田 悠真 Greetings 

ﾍﾞｽﾄ 8 清水 孝典 Special t-hank.s 

ベスト８ 安藤 優太 日本大学 



 

 

＜選手権女子：４７名＞ 

1 位 渡邉 聡美 Greetings 

2 位 小林 海咲 メッドサポートシステムズ 

3 位 杉本 梨沙 ダイナム 

ﾍﾞｽﾄ 4 緑川 あかり Greetings 

ﾍﾞｽﾄ 8 松澤 彩香 Squash-Life 

ﾍﾞｽﾄ 8 高橋 くるみ Greetings 

ﾍﾞｽﾄ 8 前川 美和 メガロス武蔵小金井 

ﾍﾞｽﾄ 8 林 美音 聖マリアンナ医科大学 

 

※第 50 回全日本スカッシュ選手権大会においてドーピング検査（8 検体）を実施。 

   ＜令和 3 年度日本スポーツ振興センターくじ助成事業＞ 

 

 

 

 

○第 2６回全日本ジュニアスカッシュ選手権大会  

日程：令和 4 年 3 月 2７日～28 日 

会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE  

     参加人数：８８名 

 

Under19 男子（参加者 11 名） Under19 女子（参加者 4 名） 

優勝 池田 悠真 Greetings 優勝 高橋 くるみ Greetings 

準優勝 横田 夢月 ティップネス宮崎台 準優勝 坂田 日葵 SQM アカデミー 

3 位 中島 青葉 ティップネス宮崎台 3 位 鈴木 音色 ティップネス宮崎台 

プレート

優勝 
栗山 樹 修道中高 プレート優勝     

クラッシック 

プレート優勝 

Schinaman 

開 
TAC 

クラッシック 

プレート優勝 
    

Under17 男子（参加者 12 名） Under17 女子（参加者 9 名） 

優勝 
Makino 

Ren 
Greetings 優勝 緑川 あかり Greetings 

準優勝 土岐 幸誠 Greetings 準優勝 西尾 舞洋 ティップネス宮崎台 

3 位 伊藤 幹太 Squash-Life 3 位 坂本 悠 洗足学園 

プレート優勝 藤原 光 修道中高 プレート優勝 
佐野

HerringKathryn 

セントマイケルズ大学高

等学校 

クラッシック 

プレート優勝 
三坂 英輝 SQM アカデミー 

クラッシック 

プレート優勝 
    



Under15 男子（参加者 6 名） Under15 女子（参加者 5 名） 

優勝 高橋 秀侑 Greetings 優勝 橘 和花 SQ-CUBE 横浜 

準優勝 伊藤亘汰朗 ティップネス宮崎台 準優勝 中島 晶 ティップネス宮崎台 

3 位 森 悠人 SQ-CUBE 横浜 3 位 桑原 杏奈 ティップネス宮崎台 

プレート優勝 久保田奏羽 ティップネス宮崎台 プレート優勝     

クラッシックプレー

ト優勝 
    

クラッシックプレー

ト優勝 
    

Under13 男子（参加者 13 名） Under13 女子（参加者 3 名） 

優勝 池田 到真 Greetings 優勝 緑川 ひまり Greetings 

準優勝 蟻田 英心 
Nexus International 

School 
準優勝 江木 綾音 Greetings 

3 位 中村 成希 ティップネス宮崎台 3 位 西内 望 Greetings 

プレート優勝 伊藤 徳久次 ティップネス宮崎台 プレート優勝     

クラッシック 

プレート優勝 
小野 陽大 メガロス横浜天王町 

クラッシック 

プレート優勝 
    

Under11 男子（参加者 11 名） Under11 女子（参加者 3 名） 

優勝 森 寛人 ティップネス宮崎台 優勝 シニア英美里 SQ-CUBE 横浜 

準優勝 小野 凜介 メガロス横浜天王町 準優勝 小嶋 柚希 Greetings 

3 位 鴫田 和磨 セントラル広島 3 位 野村 美友 Be-Win 有明 

プレート優勝 大貫 晴吉 関東支部 プレート優勝     

クラッシック 

プレート優勝 
吉野 陽斗 Greetings 

クラッシック 

プレート優勝 
    

Under9 男子（参加者 7 名） Under９女子（参加者 4 名） 

優勝 安井 陽俊 TAC 優勝 吉野 莉央 Greetings 

準優勝 伊藤玄祿功 ティップネス宮崎台 準優勝 安西 紗菜 Be-Win 有明 

3 位 勝屋 匠都 セントラルスポーツ 3 位 西内 晴果 Greetings 

プレート優勝 蟻田 開生 
Nexus International 

School 
プレート優勝     

クラッシック 

プレート優勝 
    

クラッシック 

プレート優勝 
    

 

 普及渉外委員会   

① ワールドスカッシュデー・スカッシュウィークの実施  

主催：（公社）日本スカッシュ協会 

共催：世界スカッシュ連盟 

日程：＜ワールドスカッシュデー＞2021年 10月 9日 

     ＜スカッシュデー＞2021年 10月 2日～17日 

内容：世界連盟と共に、世界中のスカッシュプレイヤーとスカッシュの魅力を共有。 

     149 名の参加があり、協会 HP や SNS にて写真を掲載 

 



  

② 大会等のスポンサー対策及び協賛の増進  

 コロナ感染症の影響続いておりますが、全日本等の協賛依頼を行う予定。 

 

③ 環境対策委員会にて JSAエコプロジェクト 

開催できた場合の大会会場での PRや、事務所内に JOC環境ポスターの掲示を実施。 

今年度より「環境対策部会」として新たなプロジェクトを設立した。 

 

④ エアースカッシュを活用したスカッシュ PR事業 

    ＜2021年度の開催＞ 

        4/12 広島修道大学（実施済み 30名） 

    5/1.2 川崎アゼリア（中止） 

    5/3   川崎大師（中止） 

    11/3  飯田市「丘のまちフェスティバル」（中止） 

    1/1.2.3. 帝国ホテル（中止） 

    2/23  川崎市等々力アリーナ「中原スポーツまつり」（中止） 

    その他「ワールドスカッシュデー、スカッシュウィークの補助金」 

    関西支部「WMGに向けてのイベント」（中止） 

    中部支部「2026年名古屋アジア大会に向けてのイベント」（中止） 

    ＊6/20時点でのエアースカッシュ参加者はトータル 5,208名です。 

⑤ 日本スポーツ協会加盟に向けて 

川崎市スカッシュ協会が、2020年 6月に正式川崎市スポーツ協会への加盟が正式に

承認され、市の大型施設内へのスカッシュコートの導入に向けて活動を開始する。 

また、スポーツ協会加盟のマニュアル作成を行い多くの地域でスポーツ協会の加盟

を促進させたい。 

全国の府県での協会支部組織を設立して頂き、日本スポーツ協会への道筋を探った。 

 

 広報委員会   

  

① 広報機関誌「SQUASH」の発行 （年 2回予定） 

＜令和 3年度年度日本スポーツ振興くじ助成事業＞ 

Vol．89号 （夏の号）2021年８月 20日発行予定 

Vol．90号 （冬の号）2022年３月 20日発行予定 

  ・2022年度より web配信も並行し情報提供できるよう検討 

 

② 協会ホームページの運営と情報発信 

 協会ホームページにおいて、スカッシュの様々な情報を発信。 

 ＳＮＳを使用したニュースや、メディア情報発信。 

 

③ 選手強化活動（イベント、トレーニング）の写真、YouTubeのコンテンツとして動画

配信 

 

 

 

 



 選手強化委員会   

 

■海外派遣及び国内合宿 

 

 ＜海外派遣＞  

-----シニア部門----- 

  ○アジアスカッシュ選手権（個人戦） パキスタン ⇒ 派遣無し。 

  ○アジアスカッシュ選手権（団体戦）  

開催国：マレーシア・クアラルンプール  

日程： 11 月 30 日～12 月 4 日２０日 

     大会結果：男女共 3 位・銅メダル 

     スタッフ：佐野公彦・松本淳 

選手（男子チーム）：小林僚生・遠藤共峻・机龍之介・林尚輝 

選手（女子チーム）：渡邉聡美・杉本梨沙・高橋楽歩・緑川あかり 

  〇世界男子団体戦 ⇒ 中止 

  ○東アジアスカッシュ選手権大会  台湾 ⇒ 開催なし。 

  

---ジュニア部門---- 

  ○アジアジュニア個人戦 ⇒ 開催なし 

  ○ペナンジュニアオープン ⇒ 派遣なし 

  ○香港ジュニアオープン ⇒ 派遣なし 

  ○Korean Jr OP ⇒ 派遣なし 

  〇アジアジュニア団体戦（香港） ⇒ 開催なし 

 

――2022 アジア競技大会に向けての選考及びアスリートチェックを 

   行った。 

 

 ＜国内活動＞ 

  ○２０２１ジュニアサマーキャンプ ⇒中止 

日程： ８月 16 日 

会場：Greetings Squash Saitama 

 

〇2022 年ジュニアウインターキャンプ 

日程： １月１０日 

会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

担当スタッフ：佐野公彦 

参加：JSA 特別強化指定選手（２名） 

JSA 強化指定選手（１名） 

JSA 強化指定候補選手（１２名） 

特別参加（１名） 

 

○2022JSA ナショナル強化合宿及び 2022 アジア競技大会 選考合宿 

    日程：3 月 29 日～31 日 

    会場：サンセットブリーズ保田 

     担当スタッフ：佐野公彦、松本淳 



      外部講師：高岡佳子 

参加者：JSA 特別強化指定選手（４名） 

JSA 強化指定選手（４名） 

JSA 強化指定候補選手（１０名） 

 

 

  ○ナショナルトレーニング   

会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

     日程：4 月 18 日  参加 4 名 

         7 月 18 日  参加 7 名 

         9 月 26 日  参加 11 名 

         10 月３日   参加２名 

 

  〇「日本代表選手並びに役員選考規程」を作成し、理事会にて承認。 

 

 

日本では後半コロナ禍が少し落ち着いて、ナショナルチームによる活動が着々と 

実施された。 

 

 コーチ委員会   

  選手強化委員会から独立した活動を進めた。 

  レベル Tの教材と指導内容を改訂。 

  レベル１の教材と講習内容を見直を開始した。 

  WSFの WSCの扱い検討 

  JSAのコーチ資格保持者の名簿を協会ホームページに掲載。 

 

 競技委員会   

① 公認大会の認定及びランキングの作成 

  

②  大会ガイドラインの作成 

  コロナ禍における感染対策を盛り込んだスカッシュの大会開催ガイドラインを 

 管理、運用し必要に応じて改版した。 

 各公認大会の感染防止ガイドラインを確認した。 

 

③ 開催を予定している全日本選手権、その他ジュニア大会、公認大会主催者と協会で 

   情報収集や検討と協議を重ねた。 

 

④ PSAポイントについて検討した。 

  

 レフリー委員会   

   競技委員会から独立して委員を任命し再結成の上、活動を開始した。    

① レフリー委員のオンラインミーティングを開催。 

② 審判講習会の実技試験のビデオについて検討中。 



③ 委員のスキルアップを目指しオンラインによるワークショップを開催予定。 

④ 協会主催大会においてレフリー協力を行った。 

 

 規則公認委員会   

① スカッシュ競技の安全性や統一を図る為、世界スカッシュ連盟（WSF）の規格に 

基づいて、コート及びボールの公認を行った。 

コート公認：Be-Win株式会社 Be-Win有明 2コート 

      株式会社 HORIZONT StandOut KYOTO 2コート 

② スカッシュの規則公認に係る様々な問い合わせや質問にお答えした。 

③ 「暴力・ハラスメント等相談窓口」案内を協会ＨＰに掲載中。 

④ 地区支部委員会と共に「加盟団体規程」を作成、理事会にて詳細再検討を条件に承

認。 

 

 総務委員会   

① 会員募集事業と管理 

＊個人会員及び団体会費の募集、特にプレミアムパートナー会員の登録協力を依頼した。 

 個人会員登録及び協会公認・承認大会への参加は（株）アプロードの「スポーツエ

ントリー」を利用し、会員情報を支部、大会へ提供。 

   ※202２年度の会員募集は、２月 1日より開始した。 

② 団体会員等の登録費請求と納入確認。 

③ JOC,JADA,等各加盟団体との連携。 

・スポーツ団体ガバナンスコード適合性審査に向けた整備。 

④ 会議の実施、専門委員会の増設と会議体の改編について検討した。  

・現在の５専門委員会を１０委員会に変更。 

・運営委員会の廃止にともない各委員会を中心とした運営とその情報共有を 

 可能とする TEAMSの構造を設定。 

・委員会編成に伴う定款、運営規則の変更。 

⑤ 財務担当活動 

  ・公認会計士及び協会監事による会計監査を行い、2020年度財務諸表を理事会及び 

  総会に図り承認。 

・2021年度の経理入力および管理。 

・2022年度の予算案の策定及び理事会での承認。 

・各種助成金に関する調査、申請と報告業務。 

 

⑥ 公益社団法人への定期報告 

   ・2020年度定期事業報告提出 ⇒ 6月 

   ・2022年度定期事業計画提出 ⇒ 3月 

   ・各種変更届⇒定款及び役員変更 

 

⑦ 国際担当活動 

  ・世界スカッシュ連盟、アジアスカッシュ連盟、東アジアスカッシュ連盟、各国協  

   会、ＰＳＡ(プロ協会)と情報連携。 

  ・世界スカッシュ連盟及びアジアスカッシュ連盟の総会出席及び報告。通達や、 

   ルールの変更、大会スケジュール情報を収集し選手強化委員会に連携発信。 



  ・アジア競技大会に向けての国内外に向けたロビー活動。 

   2026年愛知・名古屋開催のアジア競技大会への競技入りに向けての情報収集に努  

   め、同時に開催地での会議に出席の中部支部との連携。 

 

⑧ アスリート部会活動 

・全日本選手権時期の移行に関して意見収集及び検討。  

・10 月 9 日（土）ワールドスカッシュデーでのイベント企画協力。 

・地域貢献活動など 

・国内で開催される（日本人選手のみ）のPSA大会のポイントのJSAランキングへの付与に

ついて。 

 

 地区支部委員会   

① コロナ禍における大会開催に関する課題・解決策の共有 

② 各地区支部の活動状況の共有 

③ 地区支部の意見集約と常務理事会への提言・提案を行った。 

・常務理事会にて協議される事案に対する、地区支部の意見集約 

・地区支部意見を集約しの常務理事会への提言・提案の具申 

④ 地区支部における会員数拡大のための施策検討 

⑤ 規則公認委員会と共に「加盟団体規程」を作成、理事会にて詳細再検討を条件に承

認。   

 

 学連   

・ 2022 FISU WORLD UNIVERSITY CHAMPIONSHIP SQUASH in 

GIZA,EGYPT に関する情報共有と参加承認申請手続き 

 

◆ワールドマスターズゲームズ関西   ⇒延期 

   ・2022年 5月に京都にて開催予定だったワールドマスターズゲームス関西は、 

コロナ禍の影響により延期となった。 

 ・2026年開催を予定して検討中。 

   

◆ 創立 50周年記念事業   

 (公社）日本スカッシュ協会創立 50周年記念事業の企画検討。 

 ・全日本スカッシュ選手権大会の映像配信やＰＲ活動に力を入れた。 

   ・協会主催大会と支部主催選手権にはサブタイトル付与依頼。 

   「公益社団法人日本スカッシュ協会創立 50周年記念事業」 

   ・記念誌作成の時期を検討 

   ・コロナの影響により第 50回全日本スカッシュ選手権大会に於ける４面ガラスコー

トでの開催が実現出来なかったので、第 51回全日本スカッシュ選手権大会にて 

    実施予定。 



2021 年度会員数＆公認数 

＜個人会員＞ 

             （）は前年 

会員種別 人数 

正会員 39 名（36 名） 

プロ選手会員 33 名（38 名） 

プレミアムパートナー 

会員（個人） 
12 名 （7 名） 

個人選手会員 303 名（426 名） 

ジュニア会員 137 名（86 名） 

一般会員 70 名（36 名） 

レフリー・コーチ会員 34 名（23 名） 

個人後援会員 2 名（3 名） 

学連会員 337 名（278 名） 

 

 

＜団体会員＞ 

           （）は前年 

会員種別 団体数 

プレミアムパート

ナー会員（団体） 

13 件 19 口 

（5 件 13 口） 

団体会員 97（107） 

準団体会員 16（24） 

クラブチーム会員 16（26） 

  

 

個人会員 総合計  967 名 （933 名/2020 年）(1,864 名/2019 年) 

 

〈個人会員と一般会員の支部別内訳〉（）は前年 

支部名 個人選手会員 一般会員 

北海道 10（19） 0（0） 

東北 14（12） 14（1） 

関東 179（240） 24（24） 

中部 16（24） 0（1） 

 関西 41（63） 9（4） 

中国四国 23（38） 15（6） 

九州 20（30） 8（0） 

 

＜2020 年度公認件数＞ 

 コート公認数    2 件（0 件） 

 大会公認数(協会主催大会を除く)        33 大会（0 大会）  

 ボール公認数     1 件（1 件） 

 コーチ公認更新数   29 件（21 件） 

 レフリー公認更新数   11 件（20 件） 

（2022.3.31.） 













































    

 

公益社団法人日本スカッシュ協会定款の一部変更 

定款変更の新旧対照表 

     新 （変更後）       旧 （変更前） 

第４章 加盟団体 
（加盟団体） 
第１１条 この法人の目的に賛同し、この法人 
と連携協働する地区支部団体その他のスカッシュ 
競技関係団体を加盟団体として理事会にて承認 
する。 
２ 加盟団体について必要な事項は、理事会の決

議を経て別に定める。 
第５章 

第１２条 

第１３条 

第１４条 

第１５条 

第１６条 

第１７条 

第１８条 

第１９条 

第６章 

第２０条 

第２１条 

第２２条 

第２３条 

第２４条 

第２５条 

第２６条 

第２７条 

第２８条 

第２９条 

第３０条 

第７章 

第３１条 

第３２条 

第３３条 

第３４条 

第３５条 

第８章 

第３６条 

第３７条 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 

第１１条 

第１２条 

第１３条 

第１４条 

第１５条 

第１６条 

第１７条 

第１８条 

第５章 

第１９条 

第２０条 

第２１条 

第２２条 

第２３条 

第２４条 

第２５条 

第２６条 

第２７条 

第２８条 

第２９条 

第６章 

第３０条 

第３１条 

第３２条 

第３３条 

第３４条 

第７章 

第３５条 

第３６条 



第３８条 

第３９条 

第４０条 

第４１条 

第４２条 

第９章 

第４３条 

第４４条 

第４５条 

第４６条 

第１０章 

第４７条 

第１１章 

第４８条 

附則 

４ 第２１条 

変更履歴 

令和 4年 6月 19日 第４章第１１条追加 

 

第３７条 

第３８条 

第３９条 

第４０条 

第４１条 

第８章 

第４２条 

第４３条 

第４４条 

第４５条 

第９章 

第４６条 

第１０章 

第４７条 

附則 

４ 第２０条 

（追加） 

 

 



202２年度事業計画  

  

公益法人日本スカッシュ協会は、新型コロナウィルス感染拡大による困難な状況の中では

ありますが、日本のスカッシュ競技の統括団体として下記の事業を各委員会において展開

します。 

（１） スカッシュ競技の普及に関する事業 

（２） スカッシュ競技の競技力向上に関する事業 

（３） スカッシュ競技の競技大会に関する事業 

（４） その他本会の目的を達成する為に必要な振興事業 

 

 

■公益社団法人日本スカッシュ協会主催大会 （予定） 

  

※2022 度の大会開催に関しましては、新型コロナ感染状況により、選手やスタッフの安全

を考慮して開催の可否を決定致します。 

 

○第 33 回全日本アンダー23 スカッシュ選手権大会 

日程：6 月 25 日・26 日 

会場：Greetings Squash Saitama 

 

○JSA チャレンジカップサマー 

日程：7 月 30 日～8 月 1 日  

     会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

 

〇第 28 回スカッシュマスターズカーニバル 

日程：10 月 8 日・9 日 

会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

 

○文部科学大臣杯争奪第 51 回全日本スカッシュ選手権大会（冠は予定） 

＜令和 4 年度スポーツ振興基金助成申請＞ 

日程：令和４年 11 月 25 日～28 日（予定） 

会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE ＆トレッサ横浜 

         ＜４面ガラスコート設置開催予定＞ 

 

○JOC ジュニアオリンピックカップ第 27 回全日本ジュニアスカッシュ 

選手権大会 (冠は予定) 

日程：令和 4 年 3 月下旬 

 

 

 普及渉外委員会   

① ワールドスカッシュデー・スカッシュウィークの実施  

主催：（公社）日本スカッシュ協会 

共催：世界スカッシュ連盟 

日程：＜ワールドスカッシュデー＞2022年 10月 8日（予定） 



     ＜スカッシュデー＞2022年 10月 1日～16日 

内容：世界連盟と共に、世界中のスカッシュプレイヤーとスカッシュの魅力を共有。 

 

  

② 大会等のスポンサー対策及び協賛の増進  

 コロナ感染症の影響続いておりますが、全日本等の協賛依頼を行う。 

 

③ 環境対策委員会にて JSAエコプロジェクト 

大会会場での PRや、事務所内に JOC環境ポスターの掲示を実施。 

作年度より「環境対策部会」として新たなプロジェクトを設立。 

 

④ エアースカッシュを活用したスカッシュ PR事業 

    2022年度の開催予定は未だ決まっておりませんが、全国各地にて積極的に 

    開催していきたい。 

        

    日本スポーツ協会加盟に向けて 

川崎市スカッシュ協会が、2020年 6月に正式川崎市スポーツ協会への加盟が正式に

承認され、市の大型施設内へのスカッシュコートの導入に向けて活動を開始した。 

また、スポーツ協会加盟のマニュアル作成を行い多くの地域でスポーツ協会の加盟

を促進させたい。 

 

 広報委員会   

  

① 広報機関誌「SQUASH」の発行 （年 2回予定） 

＜2022年度日本スポーツ振興くじ助成事業＞ 

Vol．91号 （夏の号）2022年８月 20日発行予定 

Vol．92号 （冬の号）2023年３月 20日発行予定 

       ※協会創立５０周年記念号も兼ねる 

  ・2022年度より web配信も並行し情報提供できるよう検討 

 

② 協会ホームページの運営と情報発信 

 協会ホームページにおいて、スカッシュの様々な情報を発信。 

 ＳＮＳを使用したニュースや、メディア情報発信。 

 

③ 選手強化活動（イベント、トレーニング）の写真、YouTubeのコンテンツとして動画

配信 

 選手強化委員会   

 

■海外派遣及び国内合宿（予定） 

 

 ＜海外派遣＞  

-----シニア部門----- 

  ○第 21 回アジアスカッシュ選手権（団体戦） 韓国（清洲） ⇒10 月 31 日～11 月 4 日 

  ○東アジアスカッシュ選手権大会  中国又は台湾 ⇒ 未定 



  〇アジア競技大会  中国（杭州） ⇒ 9 月 10 日～25 日＜延期＞ 

 

---ジュニア部門---- 

  ○アジアジュニア団体戦 香港 ⇒ 延期 

  〇アジアジュニア個人戦 タイ・パタヤ ⇒ 6 月 15 日～19 日 

  ○香港ジュニアオープン 香港 ⇒ 8 月予定 

  ○世界ジュニア個人戦 フランス ⇒ 8 月 11 日～16 日 

  〇ペナンジュニア マレーシア ⇒ 7 月予定 

 

 ＜国内活動＞ 

  ○サマーキャンプ  ８月 ⇒ （１Day 開催） 

  ○ウインターキャンプ  １２月 ⇒（１Day 開催） 

  ○ジュニアナショナル強化合宿  １月 ⇒保田 

  ○ナショナル強化合宿 ３月 ⇒保田 

  ○ナショナルトレーニング 通年 ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

  ※スカウト活動 

 

 コーチ委員会   

  選手強化委員会から独立した活動を進める。 

  レベル Tの教材と指導内容を改訂。 

  レベル１の教材と講習内容を見直し。 

  WSFの WSCの扱い検討 

 

 競技委員会   

① 公認大会の認定及びランキングの作成 

  

 

②  大会ガイドラインの作成 

  コロナ禍における感染対策を盛り込んだスカッシュの大会開催ガイドラインを 

 管理、運用し必要に応じて改版する。 

 各公認大会の感染防止ガイドラインを確認する。 

 

③ 開催を予定している全日本選手権、その他ジュニア大会、公認大会主催者と協会で 

   情報収集や検討と協議を重ねる。 

  

 レフリー委員会   

   前年より競技委員会から独立して委員を任命し再結成の上、活動を開始している。    

① レフリー委員のオンラインミーティングを開催。 

② 審判講習会の実技試験のビデオについて検討中。 

③ 委員のスキルアップを目指しオンラインによるワークショップを開催。 

 

 規則公認委員会   



① スカッシュ競技の安全性や統一を図る為、世界スカッシュ連盟（WSF）の規格に 

基づいて、コート及びボールの公認を行う。 

② スカッシュの規則公認に係る様々な問い合わせや質問にお答えする。 

③ 「暴力・ハラスメント等相談窓口」案内を協会ＨＰに掲載中。 

 

 総務委員会   

① 会員募集事業と管理 

＊個人会員及び団体会費の募集、特にプレミアムパートナー会員の登録協力を依頼する。 

 個人会員登録及び協会公認・承認大会への参加は（株）アプロードの「スポーツエ

ントリー」を利用し、会員情報を支部、大会へ提供。 

   ※2022 年度の会員募集は、2 月 10 日開始。ランキング保持希望者は 3 月 31 日まで

に登録が必要。 

② 団体会員の登録費請求と納入確認。 

③ JOC,JADA,等各加盟団体との連携。 

・スポーツ団体ガバナンスコード適合性審査に向けた整備 

④ 会議の実施、専門委員会の増設と会議体の改編について充実を図る  

・昨年、専門委員会を５から１０委員会に増設。 

・委員会編成に伴う各委員会を中心とした運営とその情報共有を可能とする 

TEAMSの構造を設定して活動を充実させる。 

⑤ 各種規約の検討、実施 

 ・（公社）日本スカッシュ協会団体加盟規程の検討、実施。 

⑥ 財務担当活動 

  ・公認会計士及び協会監事による会計監査を行い、2021年度財務諸表を理事会及び 

  総会に図り承認。 

・2022年度の人事労務・経理入力および管理。 

・2023年度の予算案の策定及び理事会での承認 

・各種助成金に関する調査、申請と報告業務。 

⑦ 公益社団法人定期報告 

   ・2021年度定期事業報告提出 ⇒ 6月 

   ・2022年度定期事業計画提出 ⇒ 3月 

   ・各種変更届 

 

⑧ 国際担当活動 

  ・世界スカッシュ連盟、アジアスカッシュ連盟、東アジアスカッシュ連盟、各国協  

   会、ＰＳＡ(プロ協会)と情報連携。 

  ・世界スカッシュ連盟及びアジアスカッシュ連盟の総会出席及び報告。通達や、 

   ルールの変更、大会スケジュール情報を収集し選手強化委員会に連携発信。 

 

  ・アジア競技大会に向けての国内外に向けたロビー活動。 

   2026年愛知・名古屋開催のアジア競技大会への競技入りに向けての情報収集に努  

   めると同時に、開催地での会議に出席の中部支部との連携。 

 

⑦ アスリート部会活動 

・全日本選手権時期の移行に関して意見収集及び検討  



・ワールドスカッシュデーでのイベント企画 

・地域貢献活動など 

 

 地区支部委員会   

① 安全性を重視した大会開催に関する課題・解決策の共有 

② 各地区支部の活動状況と課題・解決策の共有 

③ 各地区支部の意見集約と常務理事会への提言・提案を行う 

・常務理事会にて協議される事案に対する、地区支部の意見集約 

・地区支部意見を集約しの常務理事会への提言・提案の具申 

④ 地区支部における会員数拡大のための施策検討   

 

 学連   

 

 

◆ 創立 50周年記念事業   

 ・「公益社団法人日本スカッシュ協会創立 50周年記念事業」の 

    一環として記念誌作成予定。機関誌 92号と合併したものを検討する。 

 

 





















   公益社団法人日本スカッシュ協会運営規則の一部変更 
 

運営規則変更の新旧対照表 
     新 （変更後）       旧 （変更前） 
第３章 会 費 
（加盟金） 

第５条  理事会の承認を受けた加盟団体は、別途 

定める加盟団体規程により、統括する団体規模に応 

じた加盟金を納入する。 

全国及びブロック地区を統括する団体（地区支部・学

連団体）  50,000 円（１団体/年） 

都府県を統括する団体（都府県支部） 

30,000 円（1 団体/年） 

（会費の使途） 

第６条 第４条の入会金、年会費及び第 5 条の加盟

金、公認料は、 

第４章 

第７条 

第 8 条 

第９条 

第１０条 

第５章 

第１１条 

第１２条 

第１３条 

第１４条 

第１５条 

第１６条 

第１７条 

第１９条 

第２０条 

第２１条 

第６章 

第２２条 

第７章 

第 23 条 

（追加） 

（追加） 
 

 

 

 

 

 

 

（一部追加） 

第５条 第４条の入会金、年会費及び加盟金、公認

料は、 

第３章 

第６条 

第７条 

第８条 

第９条 

第４章 

第１０条 

第１１条 

第１２条 

第１３条 

第１４条 

第１５条 

第１６条 

第１７条 

第１９条 

第２０条 

第 5 章 

第２１条 

第６章 

第２２条 



第８章 

第２４条 

第９章 

第 25 条 

第１０章 

第２６条 

第１１章 

第２７条 

附則 

（令和 4 年 3 月 20 日改訂理事会決議） 

 

第７章 

第２３条 

第８章 

第２４条 

第９章 

第２５条 

第１０章 

第２６条 

（追加） 

 

 

 

 



 

公益社団法人日本スカッシュ協会加盟団体規程 

 

第１章 総 則 

 

（目的） 

第１条 この規程は、公益社団法人日本スカッシュ協会(以下｢本協会｣という)定

款に規定された加盟団体に関する事項について定める。 

 

（加盟団体の区分） 

第２条 加盟団体は、地区支部団体、都府県支部団体、学生連盟（以下「学連」

という。）団体、と区分する。 

 ２ 学連団体は全日本、北海道、東北、関東、関西、九州の各学連で構成さ

れる。 

 

（加盟団体の使命） 

第３条 加盟団体は、本協会の定款に定める本協会の目的及び事業に賛同し、本

協会と連携し、協働するスカッシュ団体として、公正性、公平性を確保

し、社会的存在としての責務を自覚した組織運営を行い、以下の取り組

みを自主的・自律的に行う。 

（１）スカッシュ競技者、愛好者の権利を保護しながら、心身の健康促進、青少

年の育成、及び安全の確保に配慮し、スカッシュの健全な普及・発展を図

ること。 

（２）スカッシュ団体としての組織運営の透明性を確保し、コンプライアンス 

（法令遵守）とガバナンス（統治）の強化・充実を図ること。 

 

（地域ブロック区分） 

第４条  本協会の地区支部の区分は次のとおりとする。 

日本スカッシュ協会北海

道支部 

北海道     

日本スカッシュ協会東北

支部 

宮城県、青森県、岩手県、秋田県、山形県、 

福島県、新潟県 

日本スカッシュ協会関東

支部 

東京都、千葉県、神奈川県、埼玉県、栃木

県、群馬県、茨城県、山梨県 

日本スカッシュ協会中部

支部 

愛知県、岐阜県、静岡県、三重県、長野県 

富山県、石川県、福井県 

日本スカッシュ協会関西

支部 

大阪府、兵庫県、京都府、和歌山県、奈良

県、滋賀県 

日本スカッシュ協会中国

四国支部 

鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口 

県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県 



日本スカッシュ協会九州

支部 

福岡県、佐賀県、大分県、長崎県、熊本県 

鹿児島県、宮崎県、沖縄県 

 

 

               第２章 組織 
 

（スカッシュ関係団体の組織） 

第５条 加盟団体は、各地区、都府県、学連において、各スカッシュ競技統括団

体として適切なる組織を有しなければならない。 

（１）事業を行うのに必要な財政的基礎及び技術的能力を有していること。 

（２）スカッシュ競技における唯一の地区・都府県及び学連の統括団体であるこ

と。 

（３）本協会の公認するスカッシュ大会やイベント、講習会、普及活動等を開催

する活動意思を十分に有していること。 

 

（正会員の選任と運営委員候補者の推薦） 

第６条 加盟団体の代表者1名は、本協会の正会員となる事が出来る。 

  ２ 加盟団体は、当協会の運営委員候補者1名を理事会に推薦する事が出来

る。 

 

第３章 加盟団体への便益等 

 

第７条 加盟団体は、次の便益等を受けることができる。 

（１）本協会が行う加盟団体を支援する事業への参加、利用 

      ※選手強化、大会公認、審判制度、コーチ制度、機関誌やHP、SNS等の広

報事業、普及・振興事業、公式記録証明書発行、等 

（２）本協会が加盟する機関から得る競技に関する情報の取得 

   ※世界スカッシュ連盟、アジアスカッシュ連盟、等 

 (３)本協会が加盟する機関から得る情報のうち、本協会が提供可能な情報の取

得 

   ※スポーツ庁、日本オリンピック委員会、日本スポーツ協会、日本スポー

ツフェアネス推進機構、日本スポーツ仲裁機構、日本ワールドゲームズ

協会、各種スポーツ団体等からの情報、等 

（４）加盟団体としての公認大会の開催 

   公認大会の開催については別途公認大会運営マニュアルに定める。 

   ※「公認大会運営マニュアル3.3.公認申請料支払い」により、JSA支部及

び学生連盟の公認申請料は無料。 

（５）加盟団体としての助成金、給付金の受給 

   ※当該事業年度の事業報告書及び収支報告書を添えて申請された各支部の

状況により常務理事会にて審議決定する。 

 

第４章 加盟団体の義務 



 

（遵守すべき事項） 

第8条 加盟団体は関係法令及び加盟団体に適用される本協会規程等を遵守し第3

条に定める使命を果たすよう努めなければならない。 

２． 加盟団体は、暴力、セクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメ 

ント、差別等の不適切な行為の根絶に努めなければならない。 

３． 加盟団体は反社会的勢力と一切の関係を持たないものとする。 

４.  加盟団体は、ドーピング防止に積極的に取り組まなければならない。 

５  加盟団体は、スポーツに関する紛争について、公平で透明性のある手 

続によって解決するものとし、解決に向けて適切に対応しなければな 

らない。 

 

（報告及び届出義務） 

第９条 加盟団体は、各団体の運営・事業又は活動に関する本協会からの問 

い合わせ等に対し、適切に対応しなければならない。 

 

 第10条 加盟団体は、毎事業年度開始１箇月前までに次の書類を提出しなければ 

ならない。 

（１）当該事業年度の事業計画書 

（２）収支予算書 

（３）役員名簿 

 

第11条 加盟団体は、毎事業年度終了後２箇月以内に次の書類を提出しなければ 

ならない。 

（１）当該事業年度の事業報告 

（２）収支報告書（貸借対照表が望ましい） 

 

（加盟金） 

第12条 加盟団体は、運営規則第5条に規定する加盟団体規模に応じた年次加盟金

を、毎年7月末日までに定められた金額を納入しなければならない。 

 

第５章  加盟及び脱退 

（加 盟） 

第13 条 運営規則第5条により新たに本協会の加盟団体になろうとする団体は、次

の書類を本協会に提出し、理事会の承認を得なければならない。 

（１）加盟申請書（事務所所在地及び連絡先を明記すること） 

（２）規約 

（３）役員一覧表 

（４）前年度事業概況書、当該年度事業予定表及び当該年度予算案 

（５）その他本協会が必要と判断した資料 

２．加盟の承認を得た団体は、直ちに運営規則第5条に規定する加盟金を納付 

しなければならない。 



 

（脱 退） 

第14 条 加盟団体が脱退しようとする場合には、次の書類を本協会に提出し、 

理事現在数の過半数の同意を得なければならない。 

（１）脱退願書 

（２）脱退理由書 

 

第６章 処分及び不服申立 

 

（処 分） 

第15 条 加盟団体が第5条に定める組織を有しないこととなったとき、第8条か 

ら第12 条に定める義務を怠る等組織の管理運営に適正を欠いたとき、 

又は本協会の加盟団体として不適当と認められるときは、加盟団体に理事

会における弁明の機会を与えた上、理事会の議決を経て、次の処分を行う

ことができる。 

（１）指導 

（２）勧告 

（３）資格停止 

（４）退会 

 

（不服申立） 

第16 条 前条により処分された加盟団体が、処分通告後２週間以内に処分に対す 

る不服の申し立てをすることができる。 

 

第７章 その他 

（加盟金等の精算） 

第17 条 加盟団体が第14条により脱退し、又は第９条から第12条違反により退会

した場合、既に納付した加盟金等は、理由の如何を問わず返還しない。 

また、脱退又は退会前に支払の義務が生じた加盟金等は、直ちに納付しなけ

ればならない。 

 

 （改廃） 

 第18条 本規程の改廃は、理事会の議決により行う。 

 

附則１ 

１．本規程は、令和４年４月１日から施行する。 

 

 



 

 日本代表選手並びに役員選考規程   

 

公益社団法人日本スカッシュ協会  

 

 

日本代表選手及び役員選考基本方針 

 

日本代表は、活力ある日本を代表するに相応しい当協会の登録選手、登録役員をもって

編成する。 代表選手として選考され、尚且つそれを承諾した選手は、代表としての「権

利」を取得すると同時に、代表選手に課せられた「義務」も遂行しなければならないと

認識する事。選考に於いてはその基準等を明確にし、公表し透明性を図る。 

 

第１章 総則 

 

第1条 本規程は、公益社団法人日本スカッシュ協会（以下、「当協会」という）にお

いて、公式国際大会に選手を派遣するにあたっての代表選手選考及び役員選考

手続きについて定める。 

 

 

第2章 代表選手および役員選考委員会の設置 

 

第2条 当協会に代表選手および役員選考委員会を設置する。その委員は、選手強化委

員、常務理事、理事、事務局長によって構成され、委員長1名 委員5名以内と

する。委員長は常務理事会の決議により会長が任命する。 

 

    

第3章 代表選手選考について 

 

 

 

第3条 代表選手選考対象者は、選考実施時に於いて、次の①から⑥をすべて満たした 

者とする。 

 

① 当協会の会員として登録されており、国際競技参加資格＜国籍、年齢等＞を満たし

ている者。 

② 選考委員会が定める選考基準を満たす者 

③ 当協会の定める定款、倫理規程その他諸規程を遵守している者 

④ その心身の健康状態等に照らし、当該競技会に参加できる見込みのある者 

⑤ 当協会の強化計画を優先し活動できる者 

⑥ 代表選手として選考される意思を有する者 

 

第4条 代表選手選考委員会は、派遣対象となる競技大会に対する選考基準を明確に策定

し公表しなければならない。 



 

第５条 日本代表選手の選考手順は原則以下の通りとする。 

 

① 選考委員会が、選手選考基準及び選考方法を作成し、常務理事会の承認を経て、選

考実施の30日以上前にこれをホームページ上で公表する。 

② 国際競技参加資格の確認、メダル獲得の可能性の審議、医学的観点などから日本代

表選手として選出できるかどうかを検討する。 

③ 代表候補選手に選考対象であることを知らせ、参加意思確認をする  

④ 当該委員会により日本代表選手を決定する。 

⑤ 派遣内定として、該当選手に通知するとともにHP等で公表する。 

 

第4章 代表役員選考について 

 

第６条 代表役員選考は以下のとおりとする  

     

代表役員は、国代表及び当協会を代表として、派遣事業を総括かつ全般に管理

し運営できる者を選出する。即ち競技、チームマネジメントのみならず、派遣

に伴う支出について認識があり、経理処理、広報への協力が出来る者とする。 

帯同役員は、監督、コーチ、トレーナー、総務等を編成することができる。 

役員選考は常務理事会で審議・承認する 

 

第5章 代表の解除 

 

第７条 指定解除  

下記①～⑧に該当した場合、当協会は、代表選手および役員指定を解除することができ

る。 

① 正当な理由なく強化方針及び指示に従わない場合 

② 当協会の定める定款、倫理規程その他諸規程違反を犯した場合 

③ 代表選手として不適切な言動を行った場合 

④ 怪我や疾病により強化活動に参加できなくなった場合 

⑤ 代表選手または、役員本人から指定解除の申し出があった場合 

⑥ 当協会強化計画を優先し活動できない場合 

 

第８条 選考結果に対する不服申し立ては、公表後７日以内に、文書により行われたも

のについて受理し、当協会の選手強化委員長及びジュニアまたはシニア委員長と常務理

事会で対応する。 

 

この規定は令和4年4月1日から施行される 
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